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元素科学国際研究センター　
無機先端機能化学

助教　菅　大介

from インドネシア

海外からの
者研究

Researcher

研究室の
実験室で。
則末和宏助教と
一緒に

行動派のルトゥフィさんの普段の足は原付バイク。淀川の
水を求めて大阪まで原付バイクを走らせたこともある。

環境物質化学研究系　水圏環境解析化学

助教(微量元素断層診断研究プロジェクト) 
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　３年間にわたってアメリカ・メリーランド
大学にてポスドクとして過ごしました。ここ
ではそこでの経験を紹介したいと思いま
す。メリーランド州はワシントンDCに隣接
する州のひとつです。ワシントンDCに近い
という土地柄のせいか、様々な国から来た
人（又はそのバックグラウンドを持つ人）が
多い地域で、まさに人種のるつぼという言
葉がぴったり当てはまると思います。ワシ
ントンDCには数多くの政府機関、記念碑や
博物館があり、これらが自然と融合した壮
大な風景を作り出していて、観光地として
も賑わっています。
　さて私は材料化学におけるコンビナト
リアル合成で第一人者であるProf. Ichiro 
Takeuchiのもとで コンビナトリアル手法を
用いた酸化物薄膜の研究を遂行しました。
3年間を振り返ると、英語環境という意味で
は苦労した経験を多く思い出します。ある
safety trainingでは全く何を言っているの
かわからず3回受けてようやく許しを得た
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　優しい笑顔が印象的なルトゥフィさんは、
インドネシアのバンドゥンで生まれ育った。
バンドゥンは四方を標高2000mほどの山々
に囲まれた美しい町。熱帯にありながら涼し
く過ごしやすい環境であるので、インドネシ
アの軽井沢とも称されている。
　小さいころから自然の中で時間を過ごす
ことが好きで、近郊の山々をキャンプをしな
がら頻繁に登山したそうだ。大学時代は地
球温暖化に興味をもち、環境化学を専攻し
た。北大西洋や南極海で沈みこんだ海水
が、約2000年で地球を一巡する海洋大循
環は、地球温暖化の影響をうけて変化しつ
つある。ルトゥフィさんは、まだ未解明な部
分が多いそのプロセスを探求するため、海
洋学で世界をリードする日本で研究したい
と考えるようになった。

　もともと行動派の彼は、思い立ったら即
行動にうつす。それまで日本語を勉強した
ことはなかったが、英語のホームページを
もつ日本の大学のウェブサイトを検索し、環
境物質化学研究系 水圏環境解析化学研究
領域（宗林研究室）ホームページにたどり着
いた。「研究内容が希望にそっていたことも
魅力でしたが、写真がとても美しかったん
です」とルトゥフィさん。そうして、宗林教授
に手紙を書いたことが、化学研究所へ来る
きっかけとなった。
　化学研究所で博士課程を修了し、2007年
の10月からは微量元素断層診断研究プロ
ジェクト所属の助教として３年間勤務する。
2005年、学術研究船みらいによる西部北太
平洋研究航海に参加した。独自に開発した
分析法を用いて、海水中の微量元素Zr、
Hf、Nb、Ta、Mo、Wの測定を行い、その鉛直
分布を明らかにした。これは世界で初めて
の試みであり、海洋中の強配位子場元素の
挙動解明への第一歩となった。昨年12月か
ら1月には、学術研究船白鳳丸に乗船し、南

インド洋のモーリシャスから南極海に至る
荒海で観測を行った。これは大洋診断を行
う国際計画GEOTRACESに対するインドネ
シア人の最初の貢献である。
　ルトゥフィさんは今年９月、６年半の日
本での研究者生活を終えて帰国する。来日
当初は全くできなかった日本語も、インタ
ビューに受け答えできる程に上達した。日
本の印象は「水が美しく、紛争もテロもない
安全な国。交通網がすばらしく発達してい
て、マナーもよい国」とのこと。バスが来るま
で平気で１時間は待つというインドネシア
の人々に比べ、時刻表通りに行きたい場所
へ到着する日本人はどこか急いた印象であ
る。忍耐強く研究を進め成し遂げる力は、急
がない心のゆとりと行動力から生まれるの
だと、その優しい笑顔から感じとった。

取材・文　広報室 武平 時代

平等院鳳凰堂・鳳翔館　
びょうどういんほうおうどう　　ほうしょうかん

永承七年(1052年）は、末法初年と考えられ、仏の救済が

得られなくなると考えられていた。飢饉や洪水で不安な

世の中から逃れ、極楽往生を願う浄土信仰をかなえるた

め、藤原文化の粋を集めて平等院は創建された。

鳳翔館（エントランス）→  

　平等院の建つ地はかつて光源氏のモデ

ルといわれる源融の別荘地であった。後

にその地を藤原道長が譲り受け、息子の

頼通が1052年に寺に改め、翌年阿弥陀堂

（今の鳳凰堂）が建てられた。当時屋根

上の鳳凰は金色に輝き、堂内部は赤青緑白

朱の極彩色に彩られていた�。精巧な螺鈿細工

がはめこまれ、天井には６６もの銅製鏡が

光を反射していたという。本尊の阿弥陀如

来像は平安時代の最も優れた仏師定朝作

で、漆塗、金箔が施されている。正面東方

向からそそぐ朝日に螺鈿や鏡、金色の阿弥陀

像が光り輝く様は、頼通がめざした極楽浄

土そのものであったのではなかろうか。

　平等院では、復元事業の一環として当

時の様子をCG映像で再現する取り組み

を行っている。柱や長押などにわずかに

残る色の痕跡を科学的に分析し、どのよ

うな顔料が使われたかを特定。その色を

使って日本画家の馬場良治氏が堂内彩色

を復元した。完成した文様の一部を、現

在平等院ミュージアム鳳翔館で公開して

いる。今年度中にはCG映像を完成させ、創

建当初の鳳凰堂の全容を公開する予定だ。

　CGで色鮮やかに蘇った平等院鳳凰堂は

童謡で「絵にも描けない美しさ」と例えら

れた「龍宮城」のようにも見えてくる。調

べてみると、浦島太郎の説話は様々なバリ

エーションで語られ、専門家が諸説繰り

広げている。その発祥は古く８世紀以前

にさかのぼり、『丹後国風土記』に浦島

子として登場している。この話は古代中国

で流行した神仙思想を元にした小説と酷似

し、不老不死への願望から生じた作品だと考

えられている。鳳凰堂の壁や扉には、各々

春夏秋冬を表す「九品来迎図」が描かれて

いたことがわかっているが、これもまた時

の流れがない龍宮城を連想させる。頼通は不老

不死の楽園を平等院に重ねたのであろうか。

平等院で死を遂げた頼通が、龍神となって宇

治川に住んだという伝承もあり、興味深い

ところである。

鳳凰→

酵素阻害剤研究
ー基礎から応用までー
有機合成化学が酵素の働きを操り
生活を変える新物質を創製する

生体機能化学研究系  生体触媒化学

助教　渡辺 文太

大学院修士課程1年生の森北さん（左）森さん（中）と
酵素阻害剤の合成実験を行う渡辺助教（右）。
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　生命はさまざまな生体反応によって支
えられており、その反応のほとんどは生体
触媒、すなわち酵素のはたらきによるも
のです。生体は多種多様な化合物の混合
物であり、その中から特定の基質を認識
し、反応を触媒することのできる酵素の
能力は驚くべきものです。逆に、酵素のす
ぐれた基質認識機構を利用することで、
標的とする酵素だけを選択的に阻害する
化合物を分子設計することができます。
　生体内の化学反応のネットワークは極
めて複雑です。しかし、選択的阻害剤を
用いて特定の酵素活性のみピンポイント

に低下あるいは消失させることで、そ
の酵素の生体内における役割を明確に
するとともに、標的酵素が遺伝子的に
欠損した状況をつくりだすことができ
ます。さらに、特定の生合成・代謝系
をターゲットとした一連の選択的阻害
剤を用い、標的経路を低分子化合物に
よって任意に制御することで、新しい
かたちの効率的有用物質生産も可能に
なるのではと考えています。しかし、
高い酵素阻害活性を有する化合物が、
必ずしも狙った生物活性を引き起こす
とは限りません。これは、薬物の吸
収、分布、代謝、排泄が密接に関係し
ているためです。
　私たちは有機合成化学を基盤とし、
酵素の反応機構に基づく選択的阻害剤
の開発を通して、酵素の基質認識機構

や立体構造の解明を行っています。特
に、低分子－タンパク質相互作用の詳
細な解明は、新しい薬剤の設計に大き
なヒントを与えてくれます。さらに、
独自に開発した酵素阻害剤をベースに
薬物動態の知見も加味して、抗がん剤
や抗菌剤、植物調節剤といった新規生
物活性化合物の創製に至るまで、幅広
い研究を展開しています。
　最近では、コラーゲン生合成亢進活
性を持つことが明らかとなった阻害剤
をリードに、化粧品としての商品化を
目指した研究も進めています。この化
合物は、標的酵素を強力に阻害する一
方で、急性毒性や変異原性を示さない
極めて安全な化合物です。化学研究所
ブランドの化粧品が皆様のお手元に届
く日をお楽しみに！

ことを思い出します。私が特に問題だった
と思うのは、考えている事や物事をきちん
と説明できる会話力がなかったことです。
これは日々の努力あるのみなのですが、私
の場合は目の前にある物の説明を考える
ことで改善を試みました。
　この海外留学を通しての感想としては、
実験技術面というよりはむしろ、コミュニ
ケーションツールとしての英語やメンタリ
ティーそして研究成果への積極性（貪欲
さ）において多くの学ぶべきものがありまし
た。これらは日本で研究をしていただけで
はわからなかったことで、海外留学のメリッ
トだったように感じています。

リンカーン像
リンカーン像のあるところからキャピトルに向かって撮影。
写真に見える塔がモール。

歴史的な積雪で雪に埋もれた私の車（左から2台目）。この
とき人生初の雪かきと電気のない生活（2日間）を経験。

デスバレー国立公園にて

国宝の梵鐘が天窓の光に
照らされている。数々の国
宝の展示をはじめ、最新
デジタル技術を駆使した
復元映像展示等を行う。
景観を壊さぬよう地下に
埋め込むように設計した
建築にも注目が集まる。

現在の一万円札に印刷
されている、中国由来の
吉祥を表す鳥。現在屋
根上にあるものは実は
複製模型。本物は鳳翔
館に展示されている。

平等院（鳳凰堂）http://www.byodoin.or.jp/
8：30～17：30
鳳凰堂 9：30～16：10の間の20分ごと
鳳翔館 9：00～17：00
600円（入園と鳳翔館、鳳凰堂は別途300円）




